
 

※活動費は地域の実情に応じて、設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 「困りごとを抱えた住民」は「調整員」へ連絡します 

足を痛めてゴミ捨てができない Aさんは調整員へ連絡し支援を依頼。 

Aさん：生ごみが多くなったので、金曜にお手伝いをお願いできないかしら。 

 ２ 連絡を受けた「調整員」は「活動の担い手」と連絡調整します 

調整員は活動の担い手と連絡調整し、内容、場所、日時、活動人数等を確認。 

担い手 Cさん：ゴミ捨てくらいならできますよ。 

 ３ 「活動の担い手」は「困りごとを抱えた住民」を支援します 

お互い様の気持ちで支援を実施。住民同士のふれあいにもなります。 

Aさん：ありがとう。Cさんなら安心してお願いできるわ。 

～「お互い様」の気持ちをかたちに～ 

活動の仕組み（例） 

 

お助け隊・サポート隊 
お助け隊・サポート隊とは 

自治会や町内会で「手助けを必要とする人」と「手助けできる人」をつなぎ、 

暮らしの中のちょっとした困りごとをお手伝いする仕組みです。 

  皆が顔なじみの関係であれば、「お互い様の関係」が成り立つことから、 

高齢者も参加しやすく、社会参加にもつながります。 

  さらに、地域の人を気にかけ合う、自分自身が地域の一員として地域に貢献

することで、結果的に地域のつながりを支えます。 

できることはみんな違いますよね。 

お互いに「できることの交換」を行うのが

お助け隊・サポート隊の仕組みです  

調整員 

（福祉員、自治会長） 

寄付 

 

➀依頼 ②連絡・ 
調整 

➂活動提供 

  

A さん 
A さん 

側面から 

地域に貢献 

活動の担い手 

活動に参加

できなくて

も、仕組みを

支えること

ができます。 

B さん B さん 

困りごとを 

抱えた住民 



ご相談・お問い合わせ先  

〒750-0009 

下関市上田中町一丁目１６番３号 

社会福祉法人 下関市社会福祉協議会 

地域福祉課 地域支援係（生活支援コーディネーター） 

TEL 083-232-2002 FAX 083-232-1522 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担を決めましょう 

    リーダー、調整員、会計、担い手等。 

   「自分達の暮らす地域を良くしたい！」その思いを共有することが大切です。 

お助け隊・サポート隊の始めかた 

自分の地域にはどのような困りごとがあるのかを確認しましょう 

    漠然と思い浮かぶ地域の「ちょっとした困りごと」ですが、地域の特性によっ

て実際の困りごとは異なります。アンケートや住民座談会で確かめましょう。 

 

どのようなサービスを実施するか考えてみましょう 

    大体の活動内容を決めておくと担い手や利用者を募集する際にイメージが

わきやすくなります。できることから始めて、少しずつ活動の幅を広げるの

も良いですね。 

どのような仕組みで活動を実施するのかを決めましょう 

   「活動の仕組みの例」を参考にしながら、自分の地域にはどのような仕組みが

あっているのか考えてみましょう。 

さぁ募集しましょう（担い手・利用者） 

    現在、地域で活動していなくても、実は地域で活動したいと思っている人は多い

ものです。チラシの作成、直接の声掛けなどを行い、思いを伝えていきましょう。 

日曜大工 草取り 

ゴミ捨て 

家の外 

話し相手 

代読 

電球交換 

家の中 

掃除 

アンケートや住民座談会の実施に困ったら、 

生活支援コーディネーターにご相談‼ 

立ち上げ資金助成制度もあります‼ 

詳しくは生活支援コーディネーターまで。 

 

 

 

 


